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序 文

この報告書は､平成11年(1999)5月23日から6月3日までの12日間にわたり実施し

たアゼルバイジャン国におけるプロジェクト･ファインディング調査の結果を取りまとめ

たものである｡調査の結果､次の2案件が非常に有望と考えられ,相手国側の担当機関関

係者も日本国の無償資金協力及び開発調査に大いに興味を示している｡

① 潅概及び農地整備用機材強化計画(無償資金協力対象)

② ヴァイキル雇慨システム･リハビリテーション計画(開発調査対象)

本調査は, (社)海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣された太陽コ

ンサルタンツ(樵)所属の田村文雄及びマサンバ･ゲイユの2名によって行われた｡

アゼルバイジャン国はソ連邦崩壊前の1991年8月30日に独立したが,その後は隣国ア

ルメニア国とのナゴルノ･カラパフ地域を巡っての戦争や国内での権力闘争,社会制度や

経済制度の変化に伴う混乱等が続き､攻指､経済､社会ともに不安定な状態が続いていた

が､ 1993年のアリエフ大統領の就任､各種国内法の整備, 1995年の世銀､ IMFによる

経済改革プログラムの実施等により､徐々に国内は安定化に向かい､復興の道を歩み出し

てきているc

しかし､混乱期の負の資産は非常に大き.(,特にインフラストラクチャーやそれに付随

するサービス等-の投資が出来ず､老朽化が激しくなってきている｡これは農業部門でも

例外でなく､農業基盤を整備･保全する機材の不足は深刻で､濯概用7kの計画的配7kが難

しく､また､洪水による堤防破壊の修復や防止策の施工に支障をきたし､農業生産の減少

となって現れてきている｡

独立,ソ連邦の崩壊等により,大消費地の喪失､穀物や生産資機材供給元の不確実性等

農業を取巻く環境は大きく変化した｡国は国民に対し､食糧特に穀物の供給を保証するた

め,国家開発計画において食糧の安全保障体制の確立を掲げ,農地整備,既存潅概システ

ムのリハビリを優先事業として取上げている｡しかし､財政的課題があり,計画したよう

には事業の進捗は望めない状況にある｡

この様な背景から､当社は関係機関からの依頼を受け､今回ADCAプロファイ調査を

実施し､関係機関･関係者との協議,現地踏査等を踏まえ､助言･指導を行うとともに､

要請書等関係資料作成の支援を行った｡

本報告書が案件の実現及びアゼルバイジヰン国の農業発展に寄与するとともに､日-ア

両国の交流,発展に貢献することを期待するものである｡

なお､現地調査の実施に当たっては,在モスクワ日本国大使館はじめ､在アゼルバイジ

ャン国の邦人事務所等関係機関の方々の協力をいただいた事に対し,ここに深く感謝する

次第である｡

平成11年10月

太陽コンサルタンツ株式会社
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第1章 計画の背景･経緯

1.1略史

アゼルバイジャンの主要民族は,現在ではアゼルバイジャン人となっている｡アゼルバ

イジャン人はもともとこの地方に住みついていた民族であるアルバニア人(現在のバルカン

半島のアルバニア人とは無関係)､メディア人などと､新来のスキタイ･キンメリア人,

トルコ人､ペルシャ人などとの混血によって形成されたと言われており,アゼルバイジャ

ン語を話す民族である｡

紀元前4世紀のギリシャの資料によると､この地方にはアルメニア,イベリアとアルバ

ニアの3王国があり,アルバニア王国の領土はクル川と大コ-カサス山脈に挟まれた地域

でカスピ海に達していた様で,イランのパルティ及びササン朝の支配を受けていた｡

428年,ササン朝はクル川水系の分水嶺に至るまでの地域にアルバニア･マルズバン領

を置いた｡その後, 7世紀にササン朝領はアラブ人の支配下になり,同地域にもアラブ遊

牧民の駐屯地が置かれ､住民は次第にイスラム教徒化した｡ ll-13世紀にはオグズ族､キ

プチヤク族の西アジア-の移住があり､この地域もその影響を受けた｡

13世紀にモンゴル帝国_の侵入があり,そのイル･ハン国の支配を受け､イル･ハン国に

は多数のトルコ語系民族がおり,また､ 14世紀にはモンゴル人自休がトルコ語化したこと,

イル･ハン国の中心がこの地に置かれたので､多くのモンゴル系トルコ人の遊牧民人口が

集中し､イル･ハン国崩壊後はこれらの遊牧民が国家を建てたので,もともと固有の言葉

を使っていた先住民もトルコ語化されることになった｡

その後､ 18世紀後半に帝政ロシアが南進を始めるまでは,ペルシャとトルコとがこの地

での覇権を争ったが,ペルシャ王朝の領土となっていた｡ 1806年からロシアは南進策から

イラシ､トルコ両国と戟い､ 1828年には北部アゼルバイジャンはロシアの支配下に入った｡

バクーは石油基地として栄え､イランをはじめ周辺国から労働者,商人が集まり,商業に

秀でたアルメニア人もアゼルバイジャンの各都市に進出し,商工業分野で大きな力を持つ

ようになった｡それとともに,アゼルバイジャン人とアルメニア人とは相互に根強い対抗

意識を一層持つようになった｡この様な状況下､ 1905年2月のバクーでのアルメニア人

によるアゼルバイジャン人殺害事件を契機に､アルメニア人に対する暴行,殺朝による報

復等が激化し,民族対立が表面化した｡

1917年帝政ロシアの崩壊により,アルメニア､アゼルバイジャン及びグルジアの3国は

1918年にトランス･コ-カサス連邦を結成したが､ 5月には同連邦は崩壊し,アゼルバイ

ジャンは｢民主主義共和国｣として独立を宣言した｡その後､トルコの支援を得てアルメ

ニアと交戦し､同年6月にトルコ･アルメニア条約によりナヒチェバンを獲得､更にナゴ

ルノ･カラバフをも併合した｡

1920年､アゼルバイジャンにロシア革命の赤軍が進攻し,同年4月28日にアゼルバイ



ジャン･ソゲィエトが設立され､ 1923年7月6日に､アルメニア､アゼルバイジャン,

グルジアの三国は｢トランス･コ-カサス連邦ソヴィエト｣としてソダイエト社会主義共

和国連邦の構成員となり, 1936年12月5日にソ連邦基本法の修正によりアゼルバイジャ

ン社会主義共和国として構成員となったo

ナゴルノ･カラパフをめぐり､ 1988年以降アルメニアとの民族紛争が激化し､アルメニ

ア寄りのロシアに対する不信感が高まる中､アゼルバイジャン出身のアリエフがソ連邦政

治局員を解任され､ 1989年にはアリエフを議長とするアゼルバイジャン人民戦線(PFA)が

結成され,反モスクワ､ソ連邦離脱の動きを示した｡この様な中､ 1990年1月バクーで

アルメニア人虐殺事件が起きると､ソ連邦は治安部隊(軍隊)を出動させ､ 150人余の死者

を出し,アゼルバイジャン人の反ロシア(モスクワ)感情は決定的となり, 1991年8月30

日ソ連邦からの離脱､独立を宣言した｡ 1991年12月にソ連邦は崩壊した｡

その後､ナゴルノ･カラバフ問題でのアルメニアとの戦争を抱えながら､国内では次の

ような政争が繰広げられていた｡

1992年3月

1992年5月

6月

1993年6月

1993年9月

10月

1994年1月

5月

9月

10月

1995年3月

8月

11月

1998年10月

1.2 行政･組綴

ムタリボフ大統領失脚

ナゴルノ･カラパフ敗北,ガムバロフ暫定大統領就任

選挙にてエリチベイ大統領選出

18日 フセイノフ軍隊が反乱し､バクー入り,エリチベイ大統

領逃亡､失脚｡議会はアリエフを大統領に選出

独立国家共同体(CIS)に加盟

選挙によりアリエフ大統領選出

通貨単位｢マナト｣となる

アルメニアと停戦合意

ロシヤ､国境線を封鎖開始

フセイノフ首相クーデター失敗

ジャバドフ内務省副大臣クーデター失敗

世銀/IMF経済改革プログラム受入れ､実施

議会選挙､新アゼルバイジャン党(アリエフ党首)が過半数確保

11日 大統領選挙､アリエフ大統領再選(高齢が問題?)

アゼルバイジャン国の新憲法は1995年11月の国民投票により制定さj･Lたoこの憲法に

ょり大統領を国家元首とする立憲共和制となった｡大統領の任期は5年で､ 2期1 0年を

限度とする｡大統領は首相を任命し､首相が組閣を行うo大統領は議会の解散権は持たな

いが､議会の決議に対する拒否権を行使する権限を有するo

また､大統領は地方の首長の人事権を掌握しているo

2



議会は一院制で､定数は125名､議会選挙は5年に1度, 11月の最初の日曜日に行わ

れる.議会は大統領を弾劾する権利,内閣不信任決議を行う事が出来るが､議会の大統領

及び内閣の決定及び政策運営に対する影響力は無く,政府に報告を求める権限も無い｡

国家行政府は1首相府16省から成り､首相脚こは33のState Com血tteeがある｡本

案件の実施機関であるState Committee ofA皿elioration and下'arm Water(農地整備水利

庁)は首相脚こ属している｡国家行政組織図は図1.1-1に示す通りである｡

1.3 社会経済開発状況

(1)経済概況

旧ソ連邦崩壊後､独立国家となった共和国にとって共通の課題は､それまでの国家体制､

政治機構､経済体制及び経済管理機構を全く新しくする事であった｡アゼルバイジャン国

も同様で,新体制のビジョンを明確に市場経済体制と位置付け､その方向に進み出したが､

移行の段階では､生産の低落､社会的･政治的不安,超インフレ､資金不足､実質賃金の

低下による生活水準の悪化等共通の問題に直面した｡しかも,アゼルバイジャン国はアル

メニア国とのナゴルノ･カラバフ紛争を抱えていた革もあり､体制改革と経済の安定が一

定の軌道に乗るまでにかなりの時間を要する事となった｡

1994年5月にアルメニア国とのナゴルノ･カラバフ紛争の停戦合意､国際石油資本コン

ソーシアムとの歴史的契約調印, 1995年からのIMF･世銀等支援の全般的構造改革プログ

ラムの短期間での効果発現等があり､ 1996年からはGDPがプラス成長に転じ,インフレ

も早急に収まり,為替レートの安定化､財政赤字の幅も縮小する等､経済は安定方向に向

かっている｡

表1.3-1主要経済指標の推移

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997

実質GDP成長率(%) -0.7 -22.7 -23.1 -19.7 -ll.8
1.3 5.8

消費者物価上昇率(%) 107.0 912.0 1129.0 1664.0 412.0 20.0 4.0

財政収支(対GDP､%) 3.0 1.5 -7.1 -10.3 -0.6 -2.9 -2.5

対卜t1ル為替レート(年末値) 4267.4 4440.0 4118.0 3888.0

(注)本調査時の1999年5月末では1USS=3,980Mal-at(市中)

(2)経済改革状況

(∋価格自由化

1992年1月に価格自由化措置が実施されたが,食糧､運輸及びエネルギー関連の公共

サービス､国内向け声油価格を除く全ての統制価格が2年以内に自由化さjJLた｡食糧価格

は1995年1月の生産命令制度の廃止と同時に自由化された｡電力,ガス,水道等の運輸

及びエネルギー関連の公共サービス価格は現在も統制が維持されているoこれらの価格は

3



1994年から1996年にかけ値上げされたが,赤字は改善されてはいないとの事である｡

②貿易の自由化

1995年に輸出割当制度,輸出契約事前登録制度等が廃止され､輸出入についてはほぼ完

全自由化が達成されている｡石油及び綿花についても戦略物資として登録制度が維持され

ていたが､ 1996年12月に登録制の廃止及び1995年3月の外貨強制交換制度の廃止に伴

い導入されていた戦略的物品輸出税が1997年に廃止され､輸出綿での自由化が達成され

た｡しかし､綿花輸出については国有企業の独占管理が維持されている｡

③国営企業の民営化

独立後の市場経済制度導入に伴ない､私有財産制に向けての法整備を進めてきているo

･

1992年 国有資産委員会発足(国有資産民営化を所轄)

･

1992年12月 企業活動法

･

1993年1月 国家資産私有化法

･

1993年3月 独占排除法

･

1994年7月 企業法､株式会社法､支払不能･破産に関する法律

等の法律が次々に制定された｡

1995年10月に民営化政策実施要綱として｢国有資産私有化プログラム(1995-1998)｣

が国会で承認され､同時に国家資産委員会の権限が強化された事から､民営化は促進され

たo同プログラムは2段階から成り,第1段階は商業､サービス､食品加工､運輸,建設

等の分野の小企業を対象とし､ 1996年には6,400余の企業が民営化され, 1997年には総

数が14,000弱､ 1998年8月には総数が18,700余となり､小規模国有企業の民営化は殆

ど完了した｡

中規模国有企業の民営化は1997年緩半から実施され, 2年間で約800の企業を民営化

する予定であり,大規模国有企業では1998年より開始され,約50企業が対象とされてい

る｡

4



(3)国家開発計画

アゼルバイジャン国の経済は独立後のアルメニア国との戦争,国内での権力闘争等を経

て､ 1994年5月のアルメニア国との停戦､ IMF･世銀による1995年からの経済構造改革

プログラムの実施等により､市場経済-の移行期の混乱から脱し､復興の道を進み出して

きている｡しかし,混乱期の負の遺産は非常に大きく､特に､インフラストラクチャやそ

れに付随するサービス等-の投資が継続出来ず非常に悪化している｡こうした状況は国民

に対する国めサービス提供の低下､民間部門の活力を引き出す事への障害になる｡

復興の道を歩み出し､安定から成長に向かうため､アゼルバイジャン国政府は1996年

に独立後初めて､ 1997-1999年を対象とした国家の包括的な公共投資計画(第1次PIP)を

策定し､実行した｡アゼルバイジャン国は石油､ガス等の天然資源に恵まれており､これ

らの開発による潜在成長力は極めて大きいことから､石油開発及び運輸部門等-の外国投

資は顕著に増加している｡

現在は第2次PIPが1998-2000年を対象に実施されているが､前述の背景を踏まえ､

①石油､ガス関連開発､ ②失業者対策を含む工業振興､ ③交通･運輸部門等の分野への投

資が強化されている｡なお､ PIPは毎年､翌3年間をカバーする計画とし､毎年改訂され

る事になっている｡

1995年から本格的に実施された経済改革プログラムは一定の成果を収めているが､短期

間に行われた改革ゆえに､限界もあり､歪みもある｡現在PIPはこの事を十分に踏まえ､

改善されるべき経済政策上の課題としては以下の点を指摘している

① 財政と徴税システムの有効化

② 金融システムの健全化

③ 構造改革と関連する政策の実行

第2次PIPの農業部門では以下のプログラム/プロジェクトが取上げられているo

① Far皿Privatization Project

② Expansion ofPilot Farm Project to Other Regions(Farm Lending)

③ Development of selection and seed-growing, pedigree stock breeding and

veterinary

④ Main Mil･Mugan Collector

⑤ vaikllir NaklliclleVan Water Storage and
lrrigation

⑥ Reconstruction of Saふtlr-Apsheron h･igation System
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ANNEX Ill (Continued)
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1.4農業政策

農業政策の基本方針は次の2点に置かれ,国全体の経済政策の方針に沿って､調和の取

れた農業改革を進めることとしている｡

① ソフォーズ､コルフォーズの私有化

② 農業生産と投資の価格と市場の自由化

農業改革は自由市場経済-の発展課程において生ずる農業生産の危機を克服するキーと

考えられており､コルフォーズ､ソフォーズの分解､土地の配分は1996年8月の土地改

革法の制定以前から行われており､農民には所有権なしの土地の使用権(耕作権)が与え

られていた｡

土地の私有化に関する問題点としては①登録と文書システムの確立と､ ②実際の所有権

証書の発給である｡所有権の早期配分は､農民を安定させ,所有権者としての意識の発展,

所有権を担保とする近代的農業信用制度の充実等に大きく貢献すると考えられている｡

一方､農業生産面で見ると,独立以前はソ連邦の枠組みの中で調整されていたが,独立

後は大きな市場が崩壊し,入手が難しい状態になっている｡国民に対する食糧の安全保障

のため,食糧生産様式を再考する必要が生じている｡小麦の自給体制の確立(年間127･5

万トンの生産)､野菜や果実生産の市場見込みや多様化-の対応等を図るとしている｡

綿花については重要な工業用作物であり,ソ連邦時代には70万トンの生産を行ってい

たが,新市場開発等必要である｡周辺諸国に比し,アゼルバイジャンには小麦や綿花に適

した広大な潅概農地(平野)がある｡
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1.5 社会経済指標

①一般概況

･国名

･独立記念日

･建国記念日

･政体

･元首

･議会

･首都

･国土面積

･人口

･人口増加率

･平均余命

･乳児死亡率

･労働人口

･失業率

･人種

･宗教

･会計年度

(多国民所得

･ L1.NP

アゼルバイジャン共和国(Azerbaijan Republic)

1991年8月30日

1918年5月28日

立憲共和制

大統領(任期5年､ 2期10年まで)

一院制･(任期5年､ 11月第1日曜日が投票日)

バクー

86,600 km2

763.2万人(1997年末)

1.12%;(.1997年)

男性67.4歳､女性74.4歳(1997年)

1,000人当たり19.6人(1997年)

409万人(1997年)

公式に.は1.94%(労働人口の)､しかし､ナゴルノ･カ

ラパフ地域からの難民(約.100万人)がいるため､実際

には20%以上と見られている｡

アゼルバイジャン人(92.2%)､レズギン人(2･4%),ロ

シア人(1.4%)､アヴアール人(0.6%)､ウクライナ人､

ユダヤ人(各0.5%) (1995年)

アゼルバイジャン人ではイスラム教シーア派が多数を

占めろ

公用語はアゼルバイジャン語である

通貨単位はManat(マナト)､ 1USS=3,980Manat(1999

年5月末現在)

1月1日-12月31日

36.7億ドル(1996年)

一人当たりGNPは480ドル(1996年)
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③産業構造

部門別GI)P構成比(%)

1993 1994 1995 1996 1997

電力産業 2.73 3.41 5.25 4.64 3.49

燃料産業 4.66 L6.82 12.62 13.53 13.02

製造業 17.52 10.17 9.44 7.66 8.30

農業 26.89 32.24 25.12 24.71 20.05

建設業 7.3 7.3 3.7 9.3 13.8

運輸業 6.6 ll.1 16.4 9.0 10.0

その他(商業他)

GDP合計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

④主要農生産品(1,000トン)

1993 1994 1995 1996 1997

穀物 1,147.9 1,039.2 921.4 1,018.3 1,117.4

綿花 284.5 283.7 274.1 274.4 124.7

タバコ 44.9 20.8 ll.7 ll.2 13.5

ジャガイモ 152.2 150.3 155.5 214.6 223.4

野菜 487.8 482.9 424.1 570.0 495,3

ブドウ 411.3 313.8 308.7 275.0 144.0

茶 24.0 19.4 9.4 3.0 1.6

食肉 92.5 84.4 82.0 85.7 89.3

ミルク 798.5 783.7 826.5 843.3 881.2

那(百万個) 584.5 494.0 455.8 477.3 491.6

羊毛 9.7 8.9 9.0 9.1 9.5

繭 3.2 1.5 1.1 0.8 0.4

⑤貿易構造

主要輸出品目

主要輸出品構成比(%)

1994 1995 1996 1997

全輸出額(百万ドル) 636.8 637.2 631.1 781,3

全輸出 100.0 100.0 100.0 100.0

食品及び動物 10.1 6.0 4.5 7.1

動物 0.1 0.1 0.2 0.1

野菜製品 2,3 2.1 0.9 2.0

植物.動物油脂 0 0 0.1 0.7

加工食品､飲料､アルコール等 7ー7 3.8 3.3 4.3

鉱物製品 34.2 58.6 66.8 61.7

原油,石油製品 33.9 58.4 66.4 61.4

化成品 3.6 3.1 3.3 2.3
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プラスチック 1.6 2.1 4.2 2.9

繊維 18.0 19.5 10.7 17.0

未加工綿 16.1 18.3 9.3 15.8

金属.金属製晶 16.5 2.8 1.0 2.0

機械 14.0 6.2 6.9 4.8

石油関連機器 4.0 1.3 1.1 1.0

その他 2.0 1.7 2.6 2.3

主要輸出相手国(構成比､ %.)

1994 1995 1996 1997

CⅠS諸国. 4.3.1 44.7 46.0 48.4

ロシア 21.9 15.7 17.6 23.1

ウクライナ 9.1 5.3 3.5 4.1

グルジア 2.6 7.1 14.5 17.1

トルクメニスタン 2.7 ll.1 5A 1.1

カザフスタン 2}6 3.2 2.4 1.1

EU諸国 13.1 14,7 9.3 ll.2

オーストリア 1.5 0.6 0.6 0.1

ギリシャ 0,2 13.6 1.5 1.8

イタリヤ 0 4.2 1.6 4.2

スウェーデン
0 0 2.9 3.3

イギリス 9.7 7.6 2.1 0.2

その他諸国 43.8 4().6 44.7 40.4

トルコ 2.6 4.2 6.2 5.3

イラン 38.0 29.2 35.8 24.3

主要輸入品目(構成比､ %)

1994 1995 1996 1997

全輸入額(百万卜♪ル) 777.9 667.7 930.6 794,3

全輸入 100.0 100.0 100.0 100.0

加工食品.動物 26.4 41.5 39.7 22.8

動物.動物製品 5.4 ll.1 10.8 4.2

野菜製品 10.1 7.7 14.1 10.9

野菜.動物油脂 3.0 8.2 2.5 0.8

加工食品､飲料､アルコール等 7.9 14.5 12.4 6.9

鉱物製品 33.3 15.1 6.8 12.3

石油製品 32.1 13.2 4.5 10.0

化成品 4.9 9.2 6.4 7.0

プラスチック.同製品 1.9 1.7 3.1 2.9

紙パルプ､廃ダンボ-ル 0.9 2.3 3.6 3.4

石材､石膏､セメント 0.9 1.2 2.0 2.7

メタル 12.5 6.3 9,0 13.8

機械 10.1 12.4 19.2 21.3

石油関連機器 2.4 1.1 1.7 1.3

運輸､航空機,水施設 2.9 5.5 4.4 6.3
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主要輸入相手国(構成比､ %)

1994 1995 1996 1997

CⅠS諸国 62.5 34.2 35.4 44.2

ロシア
.15.1

13.2 16.5 19.1

ウクライナ ll.1 5.0 9.8 10.8

グルジア 1,0 2.8 2.9 4.6

トルクメニスタン 25.1 7,7 1.5 3.2

カザフスタン 6.7 2.6 2.0 3.7

EU諸国 9.0 12.7 14.2 12.9

ドイツ 4.1 6.6 8.0 4,9

フランス 0.7 0.9 1.3 2.2

イギリス 0.9 1.4 1.5 1.8

その他諸国 28;6 53.1 50.5
.43.0

トルコ 9.8 21.0 22.5 22.6

イラン 8.6 12.0 6.9 6.1

アラブ首長国連邦 1.2 10.3 ll,3 5.3

⑥国際収支と外貨準備(百万ドル)

1995 1996 1997

経常収支 -400.7 -931.2 -915.8

(内,石油コンソーシアム) n.a.
-392.7 -585.0

貿易収支 -373.1 -693.9 -566.9

サービス収支 -132.3 -291.6 -384.2

収入 -6.0 -12.1 -9.5

経常移転収支 110.8 66.5 44.8

資本.金融収支 339.1 901.7 950.2

(内､石油コンソーシアム) 175.3 452,9 844.3

資本移転 173.8 36.6 54.0

金融収支 165.3 865.0 896.2

直接投資 154,7 590.7 1050.6

ポートフォリオ投資 -1.7
n.a. 1.1

その他投資 173.9 267.2 88.7

準備金 -161.6
7.2

-244.2

誤差脱漏 61,6 29.5
-34.4

⑦対外債務浅高(百万ドル)

1993 199エ圭 1995 1996

対外債務残高 35.5 112.8 321.0 435.3

中長期債務 35.5 103.2 206.1 244.9

公的信用 35.5 103.2 206.1 244.9

民間信用 0 0 0 0

L
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ⅠMF信用 0 0 100.9 175.0

短期債務 0 9.6 14.0 15.5

対外債務/GDP(%) 0.8 2.9 8.6 1_E).1

⑧財政収支(10億マナト)

1993 1994 1995 1996 1997

歳入 53.6 277.3 2078.0 2012.9 2525.3

直接税 16.7 123.9 576.8 816.6 774.7

間接税 20.5 108∴L 482.8 963.0 1554.2

税外収入 1.7 2.6 84.9 26.4 44.7

その他収入 14.6 42.7 933.5 206.8 172.2

歳出(主要) 64.8 470.6 2141.9 2409.3 2913.7

教育 ll.9 91.8 375,8 509.0 547.2

保健 5.2 34.9 148.3 200.6 188.9

科学 0.6 4.9 19.6 24.0 29.5

文化.芸術.通信 1.3 10.1 45.6 57.l 78.3

社会保障 5.5 5o.3 182.6 352.8 458.9

一般行政
1.8 13.1 61.9 108.4 132.9

財政赤字 -ll.2 -193.3 -63.9 -396.5 -388.4

⑨金利水準(%)

1997.1.1 1998.4.1

中央銀行再割引金利 22.0 13.0

商業銀行金利

長期貸付 25.0 20.0

短期貸付 29.2 25.0

長期預金 22.1 13.0

短期預金 19.0 20.0

(注)出典‥ (財)国際協力推進協会･開発途上国国別経済協力シリーズ｢アゼルバイジャン｣

: Medium Term Public lnvestment Program of the Azerbaijan Republic

(1998-2000), January of 1998
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第2章 計画地域の概要

2.1 自然条件

(1)国土

アゼルバイジャン国は黒海とカスピ海との間にあるコ-カサス地峡の東部に位置し,北

はロシヤ連邦ダゲスタン共和国,北西はグルジア共和国,南西はアルメニア共和国､南は

イランとそれぞれ国境を接し､東はカスピ海に面している｡国土面積は86,600km2で､

日本の1/4弱,北海道よりやや大きい程度である｡国土はアルメニア国を挟み二つに分

割されており,約8,000km2がナヒチェバン自治共和国となり､イラン､トルコと国境を

接している｡

アルメニア国との国境に近いナゴルノ･カラバフ地域(全国土の約20%)はアゼルバイジ

ャン国の領土であったが､両国がソ連邦かろ独立した1992年以降に全面戦争に発展し､

アゼルバイジャン国内の政治的混乱もあり,同地域はアルメニア国の支配下に落ちた｡ 1994

年5月にロシアの調停によりアルメニアとの停戦合意が成立したが,現在でも,同地域は

アルメニアの占領下に置かれており,約100万人の難民が発生していると言われている｡

(2)地形･地勢

アゼルバイジャン国の北部には大コ-カサス山脈､一南西部アルメニアとの国境には小コ

-カサス山脈､カラパフ高原､南部イラン国境にはタリシュ山脈があり,
2,500-4,000m

綾の高山が連なっている｡各山脈における主要峰は次の通りである｡

大コ-カサス山脈

小コ-カサス山脈:

ナヒチェハ■ンとアルメニア国境:

タリシュ山脈:

Bazarduzu

Salldag

Yarudag

Delidag

Boyuk lsiqli a.

Serceli d.

Qazangoldag

Yaglidere

Canal d.

Komurkoy d.

Qizytlrdtl d.

4,460 m

4,243 m

4,116m

3,616.m

3,550m

3,433 m

3,829m

3,825皿

3,204 m

2,493 m

2,433 m

水系としては､コーカサス地方で最も大きなクラ川,トルコに源流を持つアラス川等,

大小8,350余の河川があり､総延長は33,500km程ある｡主な河川は次の通りであるc

I(tlr川 延長 1,515km(内､ア国内900km)
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Araz 1,072 km

Alazan 413 km

lori 382 1くm

クラ川はトルコ,小コ-カサスに源を発し,グルジア国を貫流して大コ-カサスからの

小河川を合流させ,アゼルバイジャン国に入り,大コ-カサスを水源とするAlazan､ Iori

川とミンケチェビル湖で合流し､流下し,途中でアラス川を合流してカスピ海に注いでい

る｡クラ川とアラス川の合流地点を中心に広がる平野をクラ･アラス低地と呼び､標高は

100m以下で､この流域は降雨が少なく乾燥地であるが､潅概により綿花,果樹等が栽培

されている

この他の平野としては､北部のカスピ海沿岸のサム-ル･アプシェロン低地,南部のレ

ンコラン低地がある｡

(3)気候

気候は地域によってかなり異なっている｡クラ･アラス低地及びカスピ海沿岸のアプシ

ェロン半島から南のレンコラン低地一帯の気温が最も高く,年間平均気温は14-15℃で､

大小コ-カサス山脈,タリシュ山脈の高地を上がるに従い気温は低下する｡最も暑い月は

7,8月で､低地の平均気温は25℃を上回る｡寒い月は1月であるが､クラ･アラス低地及

びカスピ海沿岸では冬場も温暖である｡

年間降水量･も地域によって異なり､次の通りである;

①クラ･アラス低地､カスピ海沿岸のアブシェロン半島,ナヒチェバンでは年

降水量は200-400 mm

②小コーカサス地方では700-800mm

③大コーカサス地方では1,200-1,300mm

④ タリシュ山脈の南部､レンコラン低地では1,700mm:最も降水量が多い地域

雨期は東部では秋､冬で､夏季には殆ど雨は降らないo 西部では春と初夏に雨が多く,

ナヒチェバンでは晩秋と冬に雨が多い｡
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表2.1-1気象資料

(1) Month一y Mean Rainfall(mm)

Station Ja∩. Feb. Mar. Ap｢. May Ju∩. Jul. Åug. Sep. Oct. Nov. Dec. Total

Baku 21 15 19 19 10 8 5 7 13 29 31 21 198

AliBairamly 22 21 31 35 13 12 9 6 13 28 28 19 237

｣enkeran 86 100 100 63 38 25 12 75 188 250 188 125 1.250

Aghdash 28 33 47 49 43 45 20 10 37 4了 48 26 433

Gabala 2了 45 64 100 12了 127 82 36 109 82 73 36 908

Nakhchi>an 21 19 28 35 35 21 7 6 了 18 23 16 236

(2) Month一y Mean Temperature(oC)

Station Jaロ. Feb. Mar. Apr. May Jun. Jut. Åug/ Sep. Ocし NoV. DQC. Mean

Baku 3.8 4.0 6.2 Ed 1了.7 22.6 25.7 25.6 21,6 16.6 10.9 6.5 14.4

AliBairamly 2.2 4.0 7.4 12.4 19.4 23.8 26.4 26.2 22.2 16.4 lO.2 5.2 14.6

Le∩ke｢a∩ 3.1 4.1 7.0 ll.5 17.6 22.5 25.7 24.9 20.8 16.2 10.3 6.0 14.1

Aghdash 1.4 3.5 7.2 12.6 19.0 23.3 26.0 25.6 21.0 15.3 9.0 4.2 14.0

Gabala
-1.6 -0.2 4.1 9.6 15.4 18.8 21.3 2l.3 16.9 ll.6 5.6 1.0 10.3

NakhchiVan -3.8 -0.8 6.2 12.7 18.1 22.7 26.9 26.8 22.2 14.9 6.9 -0.2 12.了



2.2 農業

(1)農地面積

全国土の土地利用は農地が50%,森林が13%､都市部が2･5%､その他が34･5%と言わ

れており､概ね次表の通りである｡

国土面積

農地

森林

8,660,000 ha

4,300,000 ba

内潅概面積 1,455,000 ha

天水,牧草地､果樹等 2,~845,000 ha

l,200,000 ba

都市部

その他

200,000 lュa

2,960,000 ha

(2)農業生産

アゼルバイジャンは肥沃な土地と変化の多い気候に恵まれ,古くから農業が盛んであっ

た｡農業生産はGDPの約20%(1997年)を占め､関連部門を含めると雇用の35%を占め

る基幹産業である｡農業生産は独立後の1992-1995年には大きく減少したが､これは他

の産業部門と同様,独立以前の農業流通･貿易システムの崩壊､価格決定方式と生産投下

資材･物資の調達方法等が新しい状況に対応できなか'った事などによっているが､ 1996年

以降回復に向かっている｡

1995年以降農業部門でも様々な改革が実施されている､

①1995年 農産物買取り制度の廃止,生鮮食品の価格自由化

②1996年7月 土地改革法の施行

③1996年後半までに農耕可能地の50%を占める小農場が実質的に民営化された｡

農業生産の中心地は中央部の低地であるクラーアラス低地である｡この地域では穀物､綿

花､野菜､タバコ等が栽培されている｡この他にカスピ海沿岸の北側サム-ルーアプシェロ

ン低地､南部のレンコラン低地がある｡大コ-カサス?,トコ-カサス山脈の山麓,カラバ

フ高原等でも盛んに農業が行われている｡自然条件気象の項で述べたようにアゼルバイジ

ャン国は国際的な標準気候区分(13)の内､ 9区分の気鋲地帯があるので､これら気候に沿

った様々な農作物が栽培されているc

しかし､食糧の自給は達成されておらず､穀物及び加工食品の多くを輸入に依存してお

り,基礎食糧の自給率は50%程度に留まっている｡

最近の農業生産の推移､農産物の輸出･入について表2･2-1､ -2に示す
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(3)農業部門の民営化

独立後のアゼルバイジャン国は市場経済制度導入という基本方針のもと､政治､経済,

社会のあらゆる面で構造改革が進められている｡この路線の基に,農業分野でも次の様な

方針で行われている｡

①ソフォーズとコルフォーズの私有化

②農業生産と投資の価格と市喝の自由化

農地の私有化については1996年7月の土地改革法の施行､また､世銀融資による農地

私有化プロジェクト(1997-2001年)により進められており､農耕可能地の50%を占める

小農場の約5,300が長期リース契約となり､実質的に民営化された｡また, 1997年1月

現在で892あったコルフォーズは189に､ 496あったソフォーズは63に減少し､私営農

場rtlした｡現在､農業生産の80%以上は私営農場が占めるようになっている｡

1 9



表2.2-1主要農産物生産量の推移

単位: 1.000トン

農産物 1981-90平均 1989 1990 1991 1992 1993 19941995 1996 1997

穀物 1,207 861 i.414 l.303 1.300 1.148 1,039921 1,018 l.ll7

綿花 676 581 543 540 300 285 284274 274 125

タバコ 58 50 53 56 ∩/a 45 2112 Eq 14

ジャガイモ 188 184 185 191 200 152 150156 215
.223

野菜 886 915 856 820 600 488
ー483424

570 495

ブドウ 1.564 l,057 1,196 1.152 600 411 314308 2了5 144

茶 31 33 31 2了 ∩/a 24 199 3 2

食肉 176 156 145 93 8482 86 89

ミルク 970

ll.2

940

10.5

800

9.0

了99 784827 843 881

那(百万個) 585 494456 477 492

羊毛 9.7 8.99.0 9.1 9.5

繭 3.2 1.51.1 0.8 0.4

(出典)① 1981-1992 AICAF統計情報シリーズ(旧ソ連地域の基本統計)

② 1993-1997 APIC開発途上国国別経済協力シリーズ｢アゼルバイジャン｣



表2.2-2 農産品輸出入､ 1994-1996

Year

Ⅰmports Exportsl
l994 1995 199() 1994 1995 1996

Qしlantity Valtle QtlantityValtle qtlantity Va1し1e Qtla1ーtity Valtle Qtlantity VaⅠtle Qしlantity Valしle

(tons) (i,000USS) (toⅠーS)(1,000USS) (tol一s) (1,000USS) (tons) (I,000USS) (toⅠーS) (1,000USS) (tons) (I,000USS)

Red1ーーeat 12,300 10,875 9,460 12,434 12,791 17,264

**l3l

l2,918

l6

10,846

397

9

8,952

228

7

4,774

95 208Poしlltrymeat 4,9r)_1 5,637 13,382 l9,171 23,751 26,878

Edibleoils l2,386 10⊃590 23,778 26,472 14,681 13,645 1,l77

9,060

370

6,300

Wlleat 280,395 25,133 85,881 10,220 l43,144 28,643

WーーeatFlotlr 246,550 31,870 65,794 17,274 271,546 62,595

Sしlgar

Tabacco

46,495

59

4,147

14,458

357

177

loヰ,187

95

6,032

30

45,724

557

902

154,470

24

19,887

69,470

358

3,606

Wine 4,905 14,589 5,563 4,102 1,761 3,812

Cotlon*

Ag1一ic.Mac1ーi1ーe｢y

78,702

268

60

7,508

99,312

1,464

88,592

30

3,865

1,929

loワ,667

787

37,347

I,629

44,668

582

131

4

N-Fertilizer

P-Fe】1ilizers

K-Fellilizers

OtlーerFerlilizers

274

3

4,032

404

3,403

15

73

40

4

62l

15

1,196

132

*cotton: cotton fiber carded, non-carded, cotton waste *Cotton: Cotton rlber carded, non-carded, cotton waste

**Edible oil: Cotton oil

Source: Ministry of Economics, 1997



2.3 潅渡排水

(1)農地整備水利庁(SCAFW)

農地整備水利庁(State Committee ofAmelioration and Farm Water)は首相凧こ属し､

水資源､河川､潅淑排水,農地整備･保全等を管轄する機関である｡本案件のアゼルバイ

ジャン国側の実施機関である｡

農地整備水利庁の組鰍まは図2.3-1に示す通りであり､全国を8Regionに分け, 58ケ所

の潅慨事務所, 23ケ所の農地整備事務所等を有しており､事務所位置は図2･3-2に示す｡

農地整備7k利庁の所轄業務は次の通りである｡

① 政府の潅概t農地整備事業の実施

② 国家及び地方レベルの潅概･農地整備プログラムの作成

③ 農民-の潅概用水の供給

④ 水使用の確固とした規則と調整のため,河川､井戸､貯7k池等どの水源から

でも水を配分できる組織の整備

⑤ 農地整備及び潅概農地の登録の組織

⑥ 農地整備及び潅概に関する科学的研究の組織

⑦ 潅慨及び農地整備の現地におけるSCA甘W業務の作業-の参加

⑧ 国家潅概及び農地整備システムの開発の組織

⑨ 潅概及び農地整備済農地の監理と潅概システムの開発

⑲ 潅概及び農地整備分野の外国投資の管理と入札書類等の準備

⑪ 配下の組織と企業の財政シス■テムの調整

⑫ 水料金支払い規則

⑬ 農業生産に必要な地方潅概施設の建て直し

⑭ 潅概及び農地整備施設に係る技術サービス及び修理作業の実施

⑮ 濯概及び農地整備システムの建設と修理作業を保証する必要な財政及び技術

的裏付けを持った作業と輸送手段の調達

⑬ 潅慨及び農地整備事業に係わる環境保全-の支援

(2)癌慨の現状

アゼルバイジャン国では農業生産にとって潅慨は非常に重要であり､生産される農作物

の95%は潅厩農地で生産されているo 145万ha以上の農地が毎年潅擬されており､その

内60万haには潅慨排水施設が完備している｡

これらの潅概農地を潅概排7kするため, 9万kmの潅瀧用水路､ 13万kmの排水路､ 2000

個所のポンプ場, 8000本の深井戸及び100ケ所の貯水池が整備されている｡各潅慨シス

テム事務所別の施設量を表示すれば表2.3-1の通りであるo
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(3)潅概7k路-の堆砂

前述のように､アゼルバイジャン国には多くの雇慨用水路及び排フk路があり､農地整備

水利庁管轄の潅概用水路は12,750km,排水路は15,500kmある｡この国の河川水にはク

レイ,シルト等が多く含まれており､土砂流のように濁っている｡その含有量は河｣Hによ

り多少の違いはあるが､概ね1-5.5kg/m3の年間平均堆積率と試算されている｡このた

め年間約200万m3の土砂が堆積しており,現在の掘削能力では60万m3程度しかなく,

農地-の潅概用水の適正送水に支障をきたしている｡これは潅概施設の老朽化とリハビリ

の必要性も高いが,水路-の堆砂は大きな問題となっている｡

(4)潅概及び農地整備用機材の現状

農地整備水利庁の環在保有している潅淑及び農地整備用機材は表2･3-2に示す通りであ

る｡掘削機(ドラグライン)は730台ある7).ミ＼その内625台は10年の償却期間を過ぎてお

り､まともに稼動する機械は450余台(60%が稼動)､ブルドーザーは650台あるが､ 500

台は償却期間を過ぎており､ 400台余が稼動している(約60%稼動)､トラクターは450台

あるが､ 350台は償却済みで､ 275台が稼動可能である｡そのため､水路の掘削(唆漠)能

力は低下しており､年間60万m3程度となっている｡

アゼルバイジャン国政府は潅概農業の発展に期待しており､適正な潅瓶用水の送水･配

水を確保するためにも､濡概及び農地整備用機材の強化整備が必要になっている｡
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表2.311港怒排水施設の現状

No.
LrrigatiotーS､.s【elT)OLrJCeS

1rrlgated
STATECONTROL iPRIVATECONTROL

【汀唱aLion Drainage No. No. No. Ⅰ汀ーga【ion Drainage No. No. No.

Area

(]ーa)
CanaJs Canals Hヽ.draulic Deep Pump Canals Canals Hydraulic Deep PuⅠーlP

(b丁l) (k111) InstaJ]ations Wells Sta【ion5 (bーー) (k)n) rnstalla(ions Well5 S(aliollS

q NnkJIChiヽ,nn 56.l43 6.l2 2SJl.8 ヰ93 2S6 62 47S.7 l4 l21

2 Al)5heron l6.ヰ45 7｣ー 7.6 24l ヰ 2｣ー 33 82.6 59ヰ 19

3 ^ehlf.1m 49J5() 422 47.3 184 785 ∫ 47.3 之97

Ll A巳htla5h 38.549 269.6 59(;.Z 487 コ9 l727.I 2$72 7ヰ94 a
5 A巳hinbet1; 56.257 14L9.2 36O5.7 717 633 8J 2693 112(; 117 2

6 AEhstnh 23.775 l96,5 Ll5 10l 2 608 56 lO

7 Agh5u 37.995 254.62 213.82 lO4 26 1 ll2l 55

8 Ast王lra 4.70`l 27.8 5ヰ lO ) 27 2

9 B;trtl.1 54.63l l22 641 2｣ー5 622 L7 961.2 l641 2SO3 25コ 5

lO Bci]flg;一n ヰ9.842 245 96l i()2l 162 i 658 985.1 572 l35 9

四 B;lf1ーken 6.823 58 2S.3 6 35 loo l25,6 36 33

l2 Gakh 19.8コ7 76 4 21
p9.7

S 8

l3 G;lbilf;I 19.259 l42 23 5 6`l 270.8 27 lZ

トl Cuba 27.$O6 20l.6 98 lZ 1 1180.2 52 7ヰ

lヨGus:Ir 29794 2ヰ59,ヰ l7 ヰ 1 ZOコ 29U 29

lヨGubfL(J]1. 5.335 8 37

17 C.1ZilkJ1 20.268 3U(;.9 1.Lヰ 79 l3 lO71.8 103l E] lJ

18 Deyechi l7.872 158.1 174,6 69 ∩ 川5 Ll73.7
58O

l9 Z..1gn(.1Iヱ1 15.5(;2 l9(;.5 359.コ lLー93 46
.2

5ヰ6.7 9L.it 3L4 P] ヰ

2し)Ziーngil.1n 5.343 7

21 Ⅰmishh. 43.72() 919.2 245.i l316 四 17 326 l86O 2O28

22 lsmiliHr 8,833 32.7 l4.7 80 37 J 5Ll 637.7 EZZEl =) 3

2二; Yeヽ1.1kJ1 38319 287.8 509.9 tO99 l3 1コ75 9O4.J)_ 364 コ

2J Ke帖こ1illr 1.397 2

25 Kヽ.urtlnmir 56333 コ25.5 384,17 353 62 1128.1 26Z7 ヰ214 ヰ

26 G:tmnboy 48.466 L5Ll.6 5 573 / 105

27 Golてhaヽ. 26.567 2Lー8_8 249.3
Ll5L it lJ79,9 13`l9 ヰ21▲I 22(;9

28 Oohuz I().25口 1()9 2 6O 21S.5 ヰ7.7 50 21

29 SaiLth, 5l.5$9 266 563.7 9O 6 1092 335() 2(;09 l613 l3

3() S1一bimbi1(I 68..83() 359.65 565,8 ココl. 49 l995,LI 59L3 6175 LL594 )

31 S.ーTTlukh 22.627 il2.5
27 Z51 360 q] LEO

32 Si;ーZヱln ヰ.023 38.5 四
33 Terter 27389 35 【U ?_ヰ7 68 S5.2 55

3ヰ Toヽ.ロZ&

G;ld;they

22,I一o

990

15コ.5コ l5.I 2Ll1 lり 6.5 LL6 5(;

35 U_filr 27.64l 23ヰ.I 692.7 7Z2 5 1222 l728 5840 2S76

36 Fir.Uli 26.38ヰ 2コl.9 105 386 263 22 1070.9 376.9 2O66 2トl

37 E<hユーnlar&

D;ー5hkesiーn

ll,コ23

lラt)

226.4 6O 105 Ll 8ヰ2.i 72 60 J

3S KhllChTT1;l7. 5l.943 331,3 87 S 7_610.3 549 1012 499

39 Khrz1, 2,0`l9 7_ コ 96.4 57 57

4O JebmJ'r 12.5U9
lO7 2ヰl.7 35

ヰl Shこlm.1ld11. 7.948 lO 2 2-l1.7 6R.7 12

4Z Shekj 39.246 l37.5 42.I l28 log i 8il4.3 316.3 80() 728 I

43 Shiーmkjr LIO.l57 305 ヰ9 524 lU 81l.3 7l 23 2

44 M.1S.1Hヽ. 9,272 6.4 Ll Sり ニ 17S.9 4O5 LlO5

ヰ5 Lenker.1n&

Y;lr(1rml).

lO,839

929

l68

46 Bilエー5uヽ..1r 3967l Ll()ヰ.6
66Ll.6 ヰ6O ヰ9 1ヰ()6 2296 2380 18J9 l2

ヰ7 A.i也lbu[ 2l.856 上25.3 1`l6.7 l52 12 552.3 860.9 llO8 956

4S Ner(chご山一 LID.1O() 338.8 536.07 125ヰ 37 753.2 2824 22▲柑 lO89 E]

49 5iーl1.こ1n Ll5.833 265.6 Ll58.9 1865 6J ll96.7 4120 3738 2081 2

50 Z;ーJ-(lftb 3l.769 らlo.コ9 ヰ58.7 ll(;5 57 523.3l 2127 lココ2 L88 22

En ∫;1]i一三lbiー(I l2.99() liヰ.1 67.6 3▲l2 70 川 397.4 383.8 8J6 5二;0

52 LヱlChin I.515 l61.7 10(; J l6 l92.9 lO(; J

53 B.1ku 3.l32

5ヰ SunlE:1_1pit I.338

55 Gltnj:I 2.227

田 LVlingecheヽ,l'r 797

57 (u1--B:tirコmh. 1.()27

5H YLlklー.C;lr;lb:1gh 25,2RI, 2Rt)

To(;1T L,ヰ55.ilu3 L37Ll2.7 l5J33_L l()()6ヰ 58Hり 7l(i 2I<JL)5
-I2717

6U()(}() 216J_i l王Z]
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表2.3-2 現有濯怒.農地整備用横材の現状

EXISTING EQUIPMENT UST

No. EqulPmen【 Total
New

Demand

Have上ノas【

Depreciation

PFLrT'nr1

Functioning
Awaiting

Repair
Broken

1. Excavators(Draglines)

EO-652,411l,4212,4224

729

513

625

440

458

391

196

138

75

50

102

72

EO-lOOIL,511l 216 18.5 15(; 60 20 30

2. Bulldozers

T-100,130,170

654

654

500

500

412

412

176

176

66

66

94

94

E) Scrapers

T-100,130,170

85

67

69

54

57_

35

25

20

8

12

20

14

MoA3-546 18 15 9 5 4 6

E) Tractors

T-100,130,170

MT3-80,T-40,JYM3

457

103

280

352

54

275

63

120

30

62

10

60

10

276 212 90 52 50

219 173 74 53 28

T-150 31 24 17 7 7 7

K-700,701 43
一ー4It

_)3
22 9 12 15

5. Trailers 50 36 24こ 16 10 14

6. TrackCra】1e 103 76 61 50 12 20

1. Excavators

Boom

2. Bulldozer

Blade

3, Track Crane

Crane Length

0.75-1.2

12.5-15.0

130-170

800-1000

8-15

8-10.0
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2.4 アゼルバイジャン清概排水施設改善整備計画の概要

(1)計画概要

アゼルバイジャン国は独立後,アルメニア国との戦争や政治､経済､社会の面で大きな

混乱を経験し､漸く復興の歩みを始めてきたが,その間ほとんど全ての分野のインフラス

トラクチャーヘと投資が停止されていた｡農業分野でも例外ではなく､それまで建設工事

を実施していたプロジェクトは1987-1993年の間に全て資金不足のため中断している｡

アゼルバイジャン国政府は農業分野の重要性に鑑み,中断されているプロジェクトの完成

を図るべく､また､その為の外国投資を促進するため､ 1997年7月から標記調査を実施

した｡調査は2段階に分けて実施され､現在は第1段階の調査が完了している｡

第1段階調査はIdenti丘cation Studyで､約150プロジェクトの中から規模､優先度等

から事前に選ばれた11地区について政治,経済的条件,限られた資金のより効果的な投

資等を考慮して,開発の優先度付けを行っている.

事前に選定されたプロジェクトは次の通りである｡

① Samur-Apsheron Canal

①a I(amakll Canal and Samur Headworks

② Mill-MugaIュCollector

③ Vilasbcbai lrrigation System

④ upper Shirvan I汀igatioI- System

⑤ Airycllai irrigation System

⑥ Shamkllir lrrigation System

⑦ Tbvuzcllai lrrigation Project

⑧ Vaikhircbai lrrigation System

⑨ Azachai Irrigation Project

⑲ Jahricbai lrrigation Project

⑫ Arpachai lrrigation Syatem

(2)各プロジェクトの位置

上記プロジェクトの位置を図示すれば図2.4-1の通りである｡

(3)各プロジェクトの概要

各プロジェクトの概要を一覧表に整理すれば表2.4-1の通りである｡

これらのプロジェクトの中から優先度の高い次の3プロジェクトが第2次PIPに取上げら

れている｡

① Reconstruction ofSamur-Apsheron
irrigation System

② vaikhir Nakhichevan Water Storage an〔1Irrigation

28



③ Main Mil･Mugan Collector

なお, ①Reconstruction ofSamur-Apsheron
lrrigation Systemについては, 1996年に

F/S調査が完了しており,アプシェロン半島にあるバクー市(首都),工業都市スムガイト

等の上水道用水(給水人口2005年300万人)､潅仮面積約15万baの用水供給施設であり,

最優先国家プロジェクトとして位置づけされている｡工区を下記の6工区に分け､国際機

関や先進国援助機関に対し資金協力を打診している｡

① samtlr-Apsberon Canalの始点からの50kmの再建設

② Khan-arch Canal65kmの再建設

③ velvelichay-Takhtakerptl Canal 37kmの建設

④ Takhtakerptl-Jeyran-Batan Canal 120kmの建設

⑤ Takhtakerpuダムの建設

⑥ Takhtakerpuダムの発電設備工事

現地調査時には①と②については世銀とイスラム開発銀行(ID即こよる資金協力が予定

されており, ⑤と⑥について日本国の円借款を要請しているとの事であった｡

サム-ル･アプシェロン水路再建設計画の計画平面図を示せば図2･4-2の通りである｡
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表2.4-1アゼルバイジャン濯讃排水施設改善整備計画概要一覧表

No. ブロシ`エウト名 受益面積

(1,000ha)

計画概要 計画諸元 便益′効果 事業費

(百万ドル)

僅先衷
ランク

-■.1■_-
Salーーur-Apshe⊂olーCanaⅠ l49.3

1939年に完成.式存施設の老朽化と samurDi>ersi○nウ■Lのリハビリ 現在250万人.2005

320.2 ■時代の妻議に対応できなくなつた. s-A水路の最上流部50kmのリハt'リ 年にはっ00万人の上

1996年に改善のためのF/S調査完了 Kamakh水路65kmのLJハElリ 水道用7大権保

ロシヤ国境のサL-ル川よリ取水し､力スヒ●VelVclichay-T水路37kmの建設 t28'Jフォース､49コルフ

渇;Jaし､に77'シエロン半島まで導水○ T-J.白ataーヽ水路120kmの建設 才一スlの濯i放用水

pE,:敗用7k､ハ●クー市及U'サム力`イト市の上

水道､発電等が目的.

T一khtakerpurターム&発で設備の建設 .RR=11%

･_1_早;/_.
KamakhCanこllalーd 54.0 samurDiVcrsionタ'Lのリハt'LJ

上記1の一部 29.5 2
Sこ1murトⅠeadヽヽ.orks

I
取水量を90m3/sccに拡大

Kamakh水路のJ)Itビリと拡張

･.ニ≡.≧…-..■:=-
Mill-Mug別ーCoEEecLOr 219.8 1950年代に建設される.

排7大鵬力を25m3/s8Cから50rn3/ieC 地域人口は2.58万人

ー7.7 3クラ.7ラス低地の幹線排水路であるが.

この排水にはt2g/lの塩分を含むため,

飲料水や5k'班用水として利用している

クう川には排水できない.

hスt'海に直接誹7k.

に拡大する.

EEZ

Bt民は38.5万人

他産業[=49.5万人

22町1.643村に便益
7⊃ルフォー^◆.260ソフォース●

lRR=14%

3 Viーa5hchajlrrlgaliolー 21.2 帝都のクリシュ山脈の北側山名に位置すViEashchaけ-ムの嵩上げ(約l7m) 地1戎人口71,350人

273.3 ー4
Systel¶ る地域で.既存ダムは高さが34mで貯7k 21.200haのス7'リンクうー濯ieE施設整備 農民はー0.870人-

客土は46hm3であリ､嵩上げにより84 本●ンフ●及び自拓読下による尋配水施設他jg美に1.385人

m31書iし.計130hm3の貯水iにする.
詔三校地区32.5∞haの内ーー.300haは既

左腐済み.

一■.:.-伝 茶と野菜生産

ⅠRR=-4%

E] UpperShirvan 29.6 MingechoVi{湖(8,700hrr.3)を水源と｣.
(Phasel計画) 地域人口137.300人

29.ー 4TrrlgaLionSysLelーー クラ川の北側地区284,000haをー20kmの 取水口の拡梓(78m3/secを151rn3/s8C)A 農民は25.00人

水路で詔;放している.水路能力は78 土水路の拡幅 他雇薫にt.260人

m3/secで146.OCOhaしか58;l放できす.
6.6krnのコンクリ-トライ二ンゲと側道の舗装 3GTー27才寸､39コルフオ

取水iを多くする計画○ 58;'敗システムのリハE'リ 一入●.1ーソフォ-スl

lRR=16%

5 Airychai[rrEgaLiolー ー0.0 MingechoVir湖の北Seki市の近郊に 10haの頚;既ネットワークの完成 地域人口55.DOO人

10.4 12
Syslenl ある.訊こダL(80,6hrn3容量､23rn高)､ 径I.400nm管路2km､ー.200mm管路 農民は2ー.DOO人

水路2.16km､2ホ●ンブ境あリ､17.300ha

を頚.=放している.

施設はー986年に完成している,

10km､その他管箱20万km等 地産兼に1.ー00人

13コルフォ-ス'.1ソフオ_

一入

6 ShalnkhirEr{)gation ll.9 ケラ川の南側に位置し,56.400h3を対象 34kmの右岸幹線水路の完成 地上式人口46,350人

46.9 ー0
Syこ1Lclーl としておリ､3段指にF*l発予定であつた.lO.t80haの濯:氏システムのL)ハt-1)と 農民はー2.000人

1994年にPhasel(21,830ha)エ辛が中止,

現在.9.900Iーaは温放されており.扶る

l1.930haの頚淑システLを完成させる計

画.

I.750haの新規濯;-仁システLの建設 他産業にl.020人

l8コルフォ-ス■.7lJフオ

一入'､727農業会社
1RR=2.5㌔

7L1ー

7(呈)

ToVuzchai[rrlgalio[ー 2.7 計画地は西部にあリ､2.670haである. 9'ム及びタ●L下読の本●ンブ甥の完成 地域人口ll,800人

36.9 9
Project 150mのホ■ンブ揚水によリ詔;'放する計2,l{ンフ●塘.管路等の建設 農民はー.l70人

画である.T○vu之Chaり暮ーの9Jムエ事は

1986年に資金矧こよリ中断.工事は

65%分が完成している.

2.670haの新規詔;敗システLLの建投 他産業に60人

3村.2ソフォース'

①LRR=-1%

@lRR:-5%

3.0 9'Lの完成

ク■ム下京の未完成3.000haのリハヒ`リ

3.000haの給水改善

24.7 8

8(i)

~8呈).-

Vaiklーirchai 16.8 ナt:チエハ■ン自治共和国にあリ,1995年に ナヒチエハ■ン川のク'ムの完成 地域人口118,DOO人

62.5 7
lrrlgaLionSystem 黄金難fこよリエ事が中払タ●ムの貯水 既存9.900haのリハE'-) 農民は6.230人

量は計画が100hm3であるが.現在は 6.900haの新規5g;'既インフラ建設 他産業に4,380人

20hrn3が利用可払>'ム高をl5m常上

げし､計画を完成させるものである.

新規幹綿7k路の建設 30村.13コルフォース'

5ソフォース●.8農業会社

TRR=10%((王ゆとも)

9_9 ナt,チzハ■ン川のクームの完成

RX存9,900haのリハt'リ

新規幹綿7k報の建設

35.7 5

9 ∧7-ilClーこlilrrー』aLion 6.3 ナヒチⅠハーンの南東矧=位置し､撲高660 40hm3貯水量のGiEiancha川Jのタ■ム 地域人口17.700人

147.I t3
I'l~O)eCL -I,OlOmにある.計画はGiliancha川) 連投

5.930haの管7良品網の連投

農民は2.860人

に9'ムを建設し自然;7FL下と本●ン7`縄水の l3⊃ルフォース●.1ソフォー

組合せで6.250haを濯;放するもので.

ハ'けラインとスフ'リンクうーシステムを整備する

計画である.

320ha濯,=旺用,t{ン7●設備の建設 ス●

ーRR=-5ヽ

ー0
.Lnhricllitilrrlgnlion

2.6 ナヒチエハ■ンのJahrichaりl[の低位部に位 45hm3貯水量のJahrichaげLの建設 地域人口9.200人

ー38.8 EqPro)eel 足し､地域はBebekにある,ク'ム(24hm3. 2,t'ン7●鳩の建設 農民は1.070人

56m高).本●ンフ●鳩を建設し.2.583haの2,130haのス7-リンクラー頚讃開発 3村､2コルフォース●

頚.=比システムを開発する計画である. 453haの既存濯;LE2地区のリハヒJ') 個人農家多い

lRR=-13%

lコ ^【l)aChaiJrr(galiolー 5.5 ナヒチエJ(ンの北西矧こ位置し.水源とな 5.500haの讃;Lt2シ入テムのリハtll) 地上式人口80.00O人

1ー.9 6
S)JS(em るタ`L(t50hm3)は1978年に完成してお

リ.全休で36.150ー柑あるが.既に9.730

haはリハヒ'リ済み.5,500haの新規開発

する計画.

3.500haの排水エ事 農家は70ヽ

lRR=l3ヽ

(たU:N1',HW)網脚ナu) 蔓,i/)E-上第2次('ⅠL'にで採択されている案(El=で<l6,I-JJ.
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図2.411アゼル/1'イジャン港灘排水施設改善整備計画･プロジェクト位置図
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第3章 潅渡及び農地整備用機材強化計画

3.1計画の背景

2.3項で述べたように､アゼルバイジャン国には多くの潅概用水路､排水路がある｡こ

れらの水路にはシルト等の堆積が著しく,毎年これら堆積土を掘削､排除する必要があるo

堆積土砂量は年間200万m3に及ぶと試算されている｡

また､アゼルバイジャンには8000以上の河川があり､降雨期には鉄砲水となって河川

堤防(ほとんどが自然堤であるが)を洗掘し､農地を流亡させている｡時には地方都市にも

被害を及ぼしている｡このため河川のみお筋を川の中心部に維持するとともに､河川堤防

に水流が直接摸せず､中心部に向かい流下する様霞堤等を築造するなどして､河川周辺の

農地を保全する必要がある｡

一方､これら作業に必要な整備用機材にっては,独立前彼の政治,経済,社会的混乱の

ため,資金不足もあり､新機材-の更新が出来ず､現有機材も償却期間を過ぎており､パ

ーツ類の補給も難しい状態に来ている｡ (ソ連邦の崩壊によるロシヤの機械メーカーとの関

係混乱等もある)

この様な背景から､新機材-の早期更新が望まれているが､全国的には相当な数量が予

想され､それらを満足させる事は財政的に無理がある｡従って,最小限の機材整備とし,

地方事務所と本部との連絡を密にし､機材の適材適所配置を図り､また,修理不能となっ

た機械等からの部品調達情報の交換により現有機材の効率的利用を図る事とする｡

なお,本計画については,日本の無償資金協力による実施をアゼルバイジャン国政府が

希望している事から､要請書類の作成につき関係機関､担当者を支援する事とした｡

3.2 計画の内容

潅概及び農地整備用機材強化計画の内容は以下の資機材を調達するo

淫概及び農地整備用機材弓削ヒ計画･機材リスト

機材名 規模.仕様 台数 用途

掘削機(ト小ラク小ライン) 1.5皿3､9-14mブーム長 3 幹.支線水路掘削

エクスカベーター o.65-1.4m3.153HP 5 支線水路掘削

ブルドーザー 300-350HP 2 河川みお筋維持､掘削押土

同 250-300HP 2 7k路掘削土敷均し

トラッククレーン 20トン 1 機材運搬

トレーラー 60トン 1 重機運搬

モビールワークシ∃ツ7o 6トン 1
･重機現場修理

ワークショツ7○用機械.工具 1式 重機修理

スペアパーツ(約10%) 1式 交換､修理
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潅概用水路及び排水路の維持管理については,小7k路は農民組織､個人に移管されており､

農地整備水利庁では幹線水路や一次支線水路等の大水路の維持管理を管轄している｡従い,

水路幅があるためブームの長い機材が望ましい.

3.3 事業実施機関及び体制

事業実施機関はアゼルバイジャン国政府首相府に属する農地整備水利庁である｡調達し

た機材の有効利用を図るため機材は国内の2 ケ所に配置する｡農地整備水利庁のアリ･バ

イラムリ機械化修理センターを主配置所とし,クラーアラス低地の上流部に位置するアグダ

ッシュに副配置所を置き,それぞれに機材を配備する｡

農地整備水利庁

本部(バクー)

地方事務所 地方事務所 地方事務所 地方事務所

ISOs, MSCs ISOs, MSCs ISOs､ MSCs ISOs､ MSCs

機材運営･維持管理体制相関図

(注) ISOs : Irrigation System Offices

MSCs : MelioratioII Service Senters
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表3-1濯怒及び農地整備用榛材強化計画･種村t｣スト

PROJECT ON STRENGTHENING EQUIPMENT SUPPLY IN AMELIORATION AND工RRJGATION

IN

AZERB AIJAN

BREAKDOWN OF THE PROJECT COST (tmIT ＼:1000)

ⅠTEM DESCRIPTⅠON tmlT UNⅠT

PRⅠCE

AMOUNT

DRAGLⅠNEMOBⅠLE 1.5M3/9-14MBOOMLENGTH 3 45,000 135,000

EXCAVATORMOBILE 153HPO.65-1.40BUCKET 5 32,000 l60,000

BULLDOZERMOⅠ∋ⅠLE 300-350HP 2 45,000 90,000

250-300HP 2 35,000 70,000

TRACK(MOBⅠLE)
AUTOCRANE

20TON 1 32,000 32,000

HEAVY

AUTOTRAⅠLER

60TON 1 50,000 30,000

MOBILE

AUTOWORKSHOP

古TON I 18,000 18,000

SERVICEE(〕UIPM王NT
AmTOOLS

I

SET

35,000 35,000

SPAREPARTS(記10%)
55,000

GRANDTOTALJ 625,000
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第4章 ヴァイキル淳概システム･リハビリテーション計画

4.1調査の必要性

本計画は1981年にFinal Design (施工設計)が完了し, 1980年代後半に工事が開始さ

れた｡しかし,本件も他と同様､アゼルバイジャン国の独立前彼の混乱期を経て, 1995年

には資金不足等の理由により建設工事は中断され現在に至っている｡

近年､ナヒチェバン地区における潅概排水施設は標準以下のレベルであるが,一層傷み

が激しくなってきており,水不足､水路の老朽化,排水路の不備等により､農業の生産性

の低下を来たし､前述の｢アゼルバイジャン潅概排水施設改善整備計画｣ (1998年2月)の

妥当性調査においても優先度リストの上位に位置づけられ,第2次PIPに採択されている｡

なお,前述の妥当性調査においては､代替案として既存潅概地のみを対象とした案を検

討しており､この代替案を優先案件として第2次PIPに採択している｡

本件についても建設資金の調達の目途は立っておらず,現在も支援国を探している状況

にあるとの事である｡アゼルバイジャン国側は建設を希望しているが､ 1981年の設計であ

り, 1998年の妥当性調査においても十分な調査は行われていない｡従って､建設まえにF/S

及びFinalDesignの見直し調査を行い､計画の最新化を図るべきである｡

今回の調査時にはこの旨農地整備7畑作に提言しており､アゼルバイジャン国政凧ま日

本国の開発調査を希望しているため､調査のTOR､要請書の作成支援を行う｡

4.2 計画の内容

本計画はナヒチェバン自治共和国にあり､ナヒチェバン市の北約50kmの位置にダムを

建造し､潅親潮水施設(水路､分水等)を整備し,既存潅概面積9,900haに､新規6,900ha

の潅概地を開発し､合計16,80011aの農地を整備する計画である｡

計画施設等の概要は全体計画を示す事にし､次表の通りである｡第2次PIPに採択され

た内容はこの一部であるo

① ダム 形式 クレイコア･アースダム

貯水容量 10011m3 (25皿3まで貯水可)

有効容量 90 hm3

池敷面積 4.65 km2

堤高 70.5m (45mまで建設済み)

堤長 550m

取7k量 20 m3/sec

余7k吐容量 460 m3/sec
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② 潅淑7k路 水路長 48k皿

ポンプ場 3ケ所

③ 排水路 1式

④ 発電設備 発電量 12mlnkWuyear

⑤ ダム地点 ナヒチェバン川の河口より47k皿､流域面積727km2

なお､栽培作物としては小麦､牧草､ブドウ､タバコ等が計画されている｡

4.3 事業効果

(1)受益面積

① 総面積

② 既存潅淑面積

③ 新規潅洗面積

25,100 lュa

9,900 ba

6,900 ha

(2)受益者

① 自治共和国全人口 336,900人

② 受益地区内人口

③ 受益企業等

④事業評価

(3)総事業費

4.4 事業実施機関及び体制

118,100人

30村

13コルフォーズ､ 5ソフォーズ

8農業会社,その他

IRR- 10%

ダム及び付帯工事 8.87 mlnUSS

潅概施設 43.72

雑工事 5.26

E/S i.63

計 62.48

事業実施機関は農地整備水利庁傘下に属するナヒチェバン自治共和国農地整備水供給省

である.この機関は自治兵和国政府の一つの省であるが､農地整備水利庁の一部局でもあ

る｡
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第5章 総合所見

5.1濯概及び農地整備用機材計画

(1)技術的可能性

独立前のソ連邦時代からアゼルバイジャン国は農業国としてソ連邦内の各国に農産物

を輸出していた｡潅概施設も普及し,その整備に必要な機械はかなりの数が整えられてい

た｡そのため､ `~アゼルバイジャン国の農民は機械を使用して潅概施設､特に潅概･排水路

の竣楳等維持管理作業の基本的な技術を十分に保有していると言える｡アゼルバイジャン

ではこれら建設機械の生産は行われておらず､ロシヤ連邦からの輸入に頼っていたが､機

械のスペアパーツは､ソ連邦時代にはソ連(ロシヤ)製の機械の部品を製造する工場がアゼ

ルバイジャン国内に数カ所あり､現在でも一部活動しており,これらの工場からの部品に

ょり十年以上も過ぎた機械を稼動させてきてもいる｡しかし,独立以後の社会経済状態の

混乱及び機械供給先(ロシヤ等)の不安定等から,機械本体の更新が出来ず今日に至ってい

る.日本製建設機械の技術7k準の高さ,優秀性を示す絶好の機会であると言える｡

(2)社会･経済的可能性

1991年8月の独立以来､アルメニアとの戦争､国内での億力闘争,社会t経済制度の

変更等に伴なう社会経済的混乱により､農業基盤の保全･整備等-の新たな投資が出来ず,

老朽化が激しくなってきており,潅概排7k施設の管理用機械も償却年月を十分に過ぎた機

械が大部分となり､稼動可能な絶対数も少なくなって来ている｡

アゼルバイジャン国では市場経済-の移行､石油関連産業の開発等に伴い,近い将来,

国家財政の改善が期待されている｡国家財政改善後には国の基幹産業である農業分野への

投資が再開され､農業基盤施設の改善,農業機械の整備に力を入れるとの方向性も打ち出

されている｡今回の支援･協力が実施された場合には､日本の建設機械､農業機械等の優

秀性を示す良い機会と成り,将来､同国の農地整備及び潅慨施設監理用建設機械整備に当

たり､日本技術の退出に大きく寄与する事となろう｡

(3)現地政府･住民の対応等

アゼルバイジャン国の経済は今までも農業を主体とする産業によって成り立ってき

ており､今後石油関連産業が発展したとしても､同国にとって重要な基幹産業の一つであ

る事には替りがない｡農業生産の安定と農産物の質的向上のためにも､濯概用水の計画的･

安定した供給が重要である事を住民(農民)自身が理解しており,住民参加による機材の維

持管理の実施は確実であろう｡

ソ連邦の崩壊により,大消費地を失ったと同様､潅概施設整備用の建設機械の供給先

も不安定となり､また､財政問題もあり､潅慨･排水路の竣撲や洪水対策の建設機械等の
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更新は進んでいないo このため､農業生産にも影響が出始めているので､現地政府,住民

は､本件の実施を強く希望している｡

5.2 ヴァイキル潅概システム･リハビリテーション計画

(1)技術的可能性

本件は1980年代後半に建設工事に着手したが, 1995年に資金不足により工事が中断

した案件である｡工事は計画堤高70.5mの内45mの所で中断している状態である｡アゼ

ルバイジャン国政府は本件の完成を国家開発計画の最優先事業の一つとして取上げ､第2

次PIPに採択している｡

本件は1981年の設計であり,その後の社会経済的変化,特に市場経済化を考慮した可

能性調査の実施が必要である｡そのためには我国からの技術協力が望まれるo

(2)社会･経済的可能性

前述の通り､本件は第2次PIPに採択され,最優先案件の一つに選ばれているが､こ

の様な中断された農業開発計画やリハビリを必要とする計画が現在150件以上ある｡アゼ

ルバイジャンの農業の再建のためには､これらの事業を完成させる事が必要となっている

が､ 1997年にIdellti丘cation StudyがIDAの協力で実施され､社会･経済的条件､事業規

模､投資効果､事業効果等を比較検討した結果,本件は高い優先度が与えられたものであ

る｡多くの同種プロジェクトの開発･再開発調査のモデルとなるように､独立後の社会･経

済的変化を加味した調査を我国の開発協力による実施が望まれているo

(3)現地政府･住民の対応等

アゼルバイジャン国政凧 ナヒチェバン自治共和国及び現地住民は工事途中で,しか

も老朽化し､潅概が十分に行えなくなっている現状を早く改善し､農業の安定,農業生産

の向上,農村の再生､地域の再開発等々の足がかりを付けたいとしている｡そのための日

本からの開発協力及びその後に続く経済協力を期待している｡

本件の対象地域はナヒチェバン自治共和国にあり,本国から離れているが､調査に当

たっては､不便をかけないよう十分な協力,支援を中央政府が責任を持つとの事であるo
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A-1調査日程及び調査員の経歴

日程表)

日程 月日 曜日 作業予定 宿泊地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

EE

12

5月23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

6月1日

2日

3日

日

月

移動東京発-モスクワ着 モスクワ

同

ハ小クー

同

同

同

同

同

同

モスクワ

機中

日本大使館表敬､打合せ

火

水

木

金

土

日

月

火

移動モスクワ発-ハ小クー着

午後農業省､水利庁表敬,打合せ

AliBairamly,Salyan,Sabirabad,Saatlyサイト調査

ujar､Aghdash､Gabalaサイト調査

Guba､Samur-ApsheronCana1サイト調査

首相府外国投資.技術協力室表敬､打合せ

調査結果整理

水利庁調査結果報告.打合せ,資料収集

移動ハ+クー発-モスクワ着

水

木

日本大使館報告､打合せ

午後移動モスクワ発

移動東京著

(調査員経歴)

① 田村 文雄 (たむら ふみお)

昭和14年8月

昭和38年3月

昭和38年4月

昭和60年5月

平成10年4月

現在に至る

(保有資格:

23日生 59歳

東京教育大学農学部卒

日本技術開発(樵)入社

中央開発(樵)入社.

太陽コンサルタンツ(樵)入社

技術士(農業)､測量士)

② マサンバ･ゲイユ Massamba GUEYE

昭和27年11月23日生46歳

昭和55年8月 米国ハo-テ1'ユー大学農学部卒

昭和57年8月 米国ハ○ぅナユー大学院修士課程終了

平成元年3月 東京農工大学院博士課程修了

平成2年11月 太陽コンサルタンツ(樵)入社

現在に至る

(保有資格:農学博士)
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A-2 面会者リスト

(1) Ministry ofAgriculture (農業省)

1. Mr. Jaban D. MAMEDOV : Deputy Minister

(2) Committee ofAmelioration and Water Fa∫n(水利庁)

1. Mr.Al1madzadaAl1nad JtJMAoglu : Cairman

2. Mr. Nadim G. IuIBEIくOV

3. MI･. Madail IMAMALIYEV

4. Mr. R. RUSTAMOV

5. Mr. Azdar JAVADOV

6. Mr. Ilyas MUI(HTAROV

7. Mr. Illgilab NAZAROV

8. Mr. Akram MIRZOYEV

9. Mr. Feyzulla RZAYEV

10. Mr. Firdovsy RZAYEV

1l. Mr_ Vidadi BABAYEV

12. Mr. Ramiz MEHDIYEV

13. Mr. Ortlj HEYDAROV

14. Mr. Hasan GASIMOV

15. Mr. A上皿ed RAHIMOV

16. Mr. Rasul ZAMANOV

17. Mr. AhlimaIュHAJIYEV

18. Mr. Ratig SADIGOV

19. Mr. Nazir DADASHOV

: Deptlty Cairman

: Head, Main Land Reclamation

(Melioration), Major ConstrtlCtion and

Forelgn Economic Relations Department

: Manager, Main Irrigation Systems

: Head, Water Resources Department

: Director, Mecllanical Repair Factory, All

Bairamly

: ChiefEnglneer, Mechanical Repalr

Factory,Ali Bairamly

: Director, Salyan Melioration service Ofnce

: Manager, Salyan Irrigation Systems Office

: Director, Melioration Pumping Stations

0 ffice

: Chief Engineer, Sabirabad lrrigation

Systems Office

: Director, Saatly Melioration Service

Center

: Saatly Irrigation Systems Office

: Directo1･, Ujar Irrigation Systems Office

: Chief Engineer, Ujar Irrlgation Systems

Office

: Director, Agbdash lrrigation Systems

0 ffice

: Cllief Ellgllleer, Agュ-dasll lrrlgation

Systems Office

: Directo1･, Gabala I1･rigation Systems Office

: Director, Cuba Irrigation Systems Office

､;｣



(3) Cabinet of Ministers(首相府)

1. Dr. Eng. Nail S. FATALIYEV

(4)在ロシア日本国大使館

1.曾根則人

2.小貫和俊

: Deputy Head, Department ofForelgn

lnvestment and Technical Assistance

参事官

書記官
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A-3 収集資料リスト

1.アゼルバイジャン全国地図

2.バクー市内地図

31 Rehabilitation andlmprovetment of lrrlgation and Drainage lnfrastructure

in Azerbaijan : Identification Study, Main Report, Annexes and Drawings,

February 1998, StateAmelioration and Irrigation Committee(SAlC) and

International Development Association(IDA), by Consulting Engineers

Salzgitter GmbH(CES), AzgiprovodkllOV Institute, Baktl and Gesellscha氏

fuer Agrarprojekte, Hamburg

4. Medium Term Public Investment Program of the Azerbaijan Republic

(1998-2000) : Jalltlary Of 1998∴

5. Azerbaijan 1999 Coulltry Profile : Business Forum

6. Economic Review, Azerbaijan : 1999, Baktl, TURAN

7. Azerbaijan Statistical Yearbook 1997 : State Committee of Statistics

Republic ofAzerbaijaI1

8. 7セヾルハ小イゾヤン語一英語辞典
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A-4 現地写真

: .I



現地写真

Ali-Bairamly Mechanical
Repair Factory

①事務所入口

②工場内部（工作機械）

③エ場内部



④部品製作・加工機械

⑤同

⑥製作中のポンプ羽根



Ali-Bairamly Floating Pump
修理工場

Agdash Irrigation System
Offic e

同車庫等



エクスカぺー夕ー（バックホウ）
故障中（Salyan I.S.O）

ブルド-ザー:稼動可
(Saatly Melioration S.C.)

故障し、部品供給用に保管
されている機械類（Salyan I.S.O)



ドラグラインによる灌漑水路
の浚渫作業(Sabirabad I.S.O)

同、手前は浚渫後、前方は
浚渫前の状態（同）

車輪式エクスカベーターに
よる小水路の浚渫作業
（Agdash）



洪水により洗掘された堤防

(Damir Aparan River, Gabala)

洪水の流れを河の中心に向け、
堤防を保護する霞堤

(Turyanchai River. Agdash)

塩害地帯(Agdash付近)



Samur-Apsheron Canal

同

同



Gudyalcbai Hydro Dam(Guba)

S-A Canalへの補水を主目的として
いるが､他に9,000haの灌漑をして
いる｡渓流取水｡

取水口部

取水構造説明図



S-A Canalへの補水のため小河川
に設けられた頭首工
( Casaba Canal Headworks､ Guba)

洪水と両岸の崖崩れで破壊している｡
上流で取水し､管路で左岸側を導水
している｡

既存の頭首工
Turyanchai Hydro Dam(Agdash)
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